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はじめに 

 

性犯罪は、被害者の尊厳を傷つけ、その心身に長年にわたって重大な苦痛を与

える悪質な犯罪です。このような犯罪により適切に対処できるようにするため、

2023（令和５）年６月 16日、「刑法及び刑事訴訟法の一部を改正する法律」（令

和５年法律第 66 号）および「性的な姿態を撮影する行為等の処罰及び押収物に

記録された性的な姿態の影像に係る電磁的記録の消去等に関する法律」（令和５

年法律第 67号）が成立し、一部の規定を除いて、同年７月 13日から施行されて

います。以下、前者のうち、刑法の改正部分（「2023年刑法改正」といいます）

について、説明します。 

2023 年刑法改正の主な内容は、①従来の強制わいせつ罪・準強制わいせつ罪

と強制性交等罪・準強制性交等罪の要件を大きく改め，それぞれ不同意わいせつ

罪と不同意性交等罪として規定し直したこと，②従来、強制わいせつ罪の処罰対

象とされていた、膣または肛門に陰茎以外の身体の一部または物を挿入する行為

を，より重い類型の不同意性交等罪の処罰対象としたこと、③配偶者間において

も性犯罪が成立することを法律上明確化したこと，④いわゆる性交同意年齢（相

手の同意の有無を問わず、わいせつな行為や性交等をしただけで犯罪が成立する

ことになる被害者の年齢）を 13歳未満から 16歳未満に引き上げたこと，⑤若年

者の性被害を未然に防止するため、16 歳未満の者に対する面会要求等罪を新設

したことです。 

①～④はすべて、2023（令和５）年７月 13日から施行されていますので、2024

年度の公務員試験（国家総合職法律区分、裁判所事務官、労働基準監督官、地方

上級など）の刑法では、2023 年刑法改正も出題対象となります。そこで、受験

生としては、2023年刑法改正の内容を把握しておく必要があります。 

ところで、2024 年度の国家総合職試験（法律区分）の受験生に提供される法

律区分実力完成講座において使用するインプット用のテキストである『ハイレベ

ル 刑法』（KU18158）、およびアウトプット用のテキストである『ハイレベル

演習 刑法』（KU18159）は、2018年に制作されたため、2023年刑法改正には対

応していません。したがって、これらのテキストについては、2024 年度の国家

総合職試験に向けて、2023年改正刑法に対応する必要があります。 

 

本冊子は、2023 年刑法改正に対する『ハイレベル 刑法』『ハイレベル演習 

刑法』の対応をまとめたものです。 

本冊子における対応は、次の２点です。 



頒布・複写を禁じます 

 

第１に、『ハイレベル 刑法』「第２編 各論／第１章 個人的法益に対する

罪(1)／第２節 自由および私生活の平穏に対する罪」のうち、「４ 性的自由

に対する罪」（同書 214～216 頁）については、2023 年刑法改正に対応するため

に全面的に修正する必要があります。そこで、該当部分について 2023 年刑法改

正に応じて修正したものを、本冊子に掲載しました。 

第２に、『ハイレベル 刑法』については、「４ 性的自由に対する罪」以外

にも、2023 年刑法改正による罪名変更等に対応するために、説明の部分的修正

が必要な箇所が数多く存在します。これらについては、訂正表の形で、どのよう

な修正をすればいいのかを示すことにしました。また、『ハイレベル演習 刑法』

に掲載されている過去問についても、2023 年刑法改正に対応するために、問題

文の修正（改題）および解説の修正をする必要がある問題が数問存在します（ま

た、本冊子の制作過程で、2023 年刑法改正と無関係に、修正をする必要がある

問題が数問判明しました）。これらの問題についても、訂正表の形で、どのよう

な修正をすればいいのかを示すことにしました。 

なお、『ハイレベル 刑法』の巻末には、刑法の条文が掲載されていますので、

本来であれば、この条文についても、2023 年刑法改正に対応するための修正が

必要となるはずです。しかし、訂正表の形で条文の修正部分を示すことにすると、

訂正表がかなりの分量になってしまいます。そこで、条文については、訂正表に

掲載せず、受験生各自の対応に委ねることにしました。2023 年改正後の刑法の

条文を確認したい場合は、市販の六法の最新版または e-Gov 法令検索

（https://elaws.e-gov.go.jp/）をご利用ください。 

 

法律区分実力完成講座の受講生の皆様におかれましては、本冊子を活用して、

2023年刑法改正に対応していただきたいと存じます。 

 

最後に、受講生の皆様が合格を勝ち取り、公務員としてご活躍されることを心

より祈念いたします。 

 

2024年２月吉日 

株式会社 東京リーガルマインド 

ＬＥＣ総合研究所 公務員試験部 
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『ハイレベル 刑法』（KU18158） 

訂正表 

 

2024年02月20現在 

ページ 訂正箇所 訂正内容 掲載日 

P.26 上から６行目 
誤 強制わいせつ等致死傷罪（181条） 

2024/02/20 
正 不同意わいせつ等致死傷罪（181条） 

P.40 
(5)③ 

上から４行目 

誤 

かつて，判例は，強制わいせつ罪（176条）を……，

後に……強制わいせつ罪が成立するとした（最大

判平 29.11.29）。 
2024/02/20 

正 

かつて，判例は，（旧）強制わいせつ罪（176条）

を……，後に……強制わいせつ罪（現・不同意わ

いせつ罪）が成立するとした（最大判平 29.11.29）。 

P.70 表・４行２列 
誤 13歳未満の者に対する強制性交等罪等 

2024/02/20 
正 16歳未満の者（原則）に対する不同意性交等罪等 

P.128 
５ 

上から４行目 

誤 Ｂは強制性交等罪の共同正犯となるか 
2024/02/20 

正 Ｂは不同意性交等罪の共同正犯となるか 

P.176 上から１行目 

誤 

軽微な犯罪（侮辱罪（231条）など）では，犯罪

組成物件以外の物は，特別の規定がなければ没収

できない（20条）。 2022/07/19 

正 
軽微な犯罪では，犯罪組成物件以外の物は，特別

の規定がなければ没収できない（20条）。 

P.183 
５(4) 

上から２行目 

誤 
〔強盗罪・事後強盗罪・強制性交等罪・強制わい

せつ罪〕 
2024/02/20 

正 
〔強盗罪・事後強盗罪・不同意性交等罪・不同意

わいせつ罪〕 

P.196 上から５行目 
誤 別個の保護法益を含む強制性交等致傷罪 

2024/02/20 
正 別個の保護法益を含む不同意性交等致傷罪 

P.196 
(6)ア 

下から３行目 

誤 強制性交等罪（177条），強制わいせつ罪（176条） 

2024/02/20 
正 

不同意性交等罪（177条），不同意わいせつ罪（176

条） 

P.197 

表・５行４列 

（最狭義の暴

行・該当する

誤 
強制わいせつ罪（176） 

強制性交等罪（177） 
2024/02/20 
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犯罪類型） 

正 
不同意わいせつ罪（176Ⅰ①） 

不同意性交等罪（177Ⅰ） 

P.208 下から２行目 

誤 強制性交等罪（177条），強盗罪（236条） 

2024/02/20 
正 

不同意わいせつ罪（176条１項１号），不同意性交

等罪（177条１項・176条１項１号），強盗罪（236

条） 

P.208 

表・４行３列 

（最狭義・該

当する犯罪類

型） 

誤 

強制性交等罪（177） 

強盗罪（236） 

事後強盗罪（238） 

2024/02/20 

正 

不同意わいせつ罪（176Ⅰ①） 

不同意性交等罪（177Ⅰ） 

強盗罪（236） 

事後強盗罪（238） 

P.227 
(3) 

上から１行目 

誤 
事実を摘示しなくても，公然と人を侮辱した者は，

拘留または科料に処する（231条）。 

2022/07/19 

正 

事実を摘示しなくても，公然と人を侮辱した者は，

１年以下の懲役もしくは禁錮もしくは 30 万円以

下の罰金または拘留もしくは科料に処する（231

条）。 

P.249 
４(1) 

下から２行目 

誤 強盗・強制性交等罪（241条）でいう 
2024/02/20 

正 強盗・不同意性交等罪（241条）でいう 

P.251 
５(1) 

下から２行目 

誤 

この点において，「抗拒不能に乗じ」た場合にも

成立する準強制わいせつ罪や準強制性交等罪（178

条）と異なる。 

2024/02/20 

正 

この点において，「相手方が同意しない意思を形

成し，表明し若しくは全うすることが困難な状態」

に「あることに乗じて」，わいせつな行為や性交

等をした場合にも成立する不同意わいせつ罪（176

条１項）や不同意性交等罪（177条１項）と異なる。 

P.249 
４(1) 

下から２行目 

誤 強盗・強制性交等罪（241条）でいう 
2024/02/20 

正 強盗・不同意性交等罪（241条）でいう 

P.254 ７ 誤 
強盗・強制性交等罪，強盗・強制性交等致死罪（241

条） 
2024/02/20 
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正 
強盗・不同意性交等罪，強盗・不同意性交等致死

罪（241条） 

P.254 
７ 

上から１行目 

誤 

強制性交等罪もしくはその未遂をも犯したとき，

または，強制性交等罪もしくはその未遂を犯した

者が……（241条１項）。……（同条３項）。強制

性交等罪，強盗罪のいずれもが未遂であるときは， 

2024/02/20 

正 

不同意性交等罪（177条）もしくはその未遂をも犯

したとき，または，不同意性交等罪もしくはその

未遂を犯した者が……（241条１項）。……（同条

３項）。不同意性交等罪，強盗罪のいずれもが未

遂であるときは， 

P.254 
７(1) 

上から１行目 

誤 
強盗犯が強制性交等をする行為，および強制性交

等の犯人が強盗をする行為の悪質性 
2024/02/20 

正 
強盗犯が不同意性交等をする行為，および不同意

性交等の犯人が強盗をする行為の悪質性 

P.254 ７(2) 
誤 強盗・強制性交等罪（241条１項） 

2024/02/20 
正 強盗・不同意性交等罪（241条１項） 

P.254 
７(2)ア 

上から３行目 

誤 

強制性交等をすることにより既遂となる。これに

対して本条２項は，強制性交等をした後……を想

定している。2017（平成 29 年）改正前は，強制性

交等をした後に 
2024/02/20 

正 

不同意性交等をすることにより既遂となる。これ

に対して本条１項後段は，不同意性交等をした後

……を想定している。2017（平成 29年）改正前は，

不同意性交等をした後に 

P.255 
７(2)イ 

上から１行目 

誤 

本条１項前段は，強盗犯人（未遂を含む）が，177

条の強制性交等罪のほか，178条２項の準強制性交

等罪を犯した場合と（最判昭 30.12.23参照），そ

の未遂を犯した場合である。強制性交等の行為は， 2024/02/20 

正 

本条１項前段は，強盗犯人（未遂を含む）が，177

条の不同意性交等罪を犯した場合と，その未遂を

犯した場合である。不同意性交等の行為は， 

P.255 ７(2)イ 誤 本条１項後段は，強制性交等の犯人が， 2024/02/20 
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上から５行目 正 本条１項後段は，不同意性交等の犯人が， 

P.255 ７(3) 
誤 強盗・強制性交等致死罪（241条３項） 

2024/02/20 
正 強盗・不同意性交等致死罪（241条３項） 

P.255 
７(3) 

上から１行目 

誤 

「第１項の罪にあたる行為により」……（通説）。

したがって，強盗・強制性交等罪の犯人が……強

盗殺人罪（240 条後段）と強盗・強制性交等罪（241

条１項）の観念的競合 
2024/02/20 

正 

「第１項の罪に当たる行為により」……（通説）。

したがって，強盗・不同意性交等罪の犯人が……

強盗殺人罪（240条後段）と強盗・不同意性交等罪

（241条１項）の観念的競合 

P.255 
７(3) 

上から６行目 

誤 判例は，強盗・強制性交等罪のみが 
2024/02/20 

正 判例は，強盗・不同意性交等罪のみが 

P.255 
７(4) 

上から１行目 

誤 強盗罪，強制性交等罪のいずれもが， 
2024/02/20 

正 強盗罪，不同意性交等罪のいずれもが， 

 

※「掲載日」は，上掲訂正情報がＬＥＣホームページの『公務員 テキスト改訂・修正情報一覧』
(http://www.lec-jp.com/koumuin/info/teisei/)に掲載された日付です。 
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『ハイレベル演習 刑法』（KU18159） 

訂正表 

 

2024年02月20現在 

ページ 訂正箇所 訂正内容 掲載日 

P.32 
№27肢３ 

下から３行目 

誤 

強制性交等罪（刑法第 177条）の構成要件に該当す

るものの，Ｂの承諾があることから，違法性が阻却

されるので，Ａには強制性交等罪は成立しない 
2024/02/20 

正 

不同意性交等罪（刑法第 177 条）の構成要件に該当

するものの，Ｂの承諾があることから，違法性が阻

却されるので，Ａには不同意性交等罪は成立しない 

P.51 
№44記述ウ 

下から１行目 

誤 強制性交等罪の実行の着手が認められる 
2024/02/20 

正 不同意性交等罪の実行の着手が認められる 

P.79 
№67記述イ 

下から２行目 

誤 直接件けん銃の所持の指示を 
2024/02/20 

正 直接けん銃の所持の指示を 

P.87 
№75肢３ 

上から１行目 

誤 強制性交等罪（刑法第 177 条） 

2024/02/20 
正 

不同意性交等罪（刑法第 177 条・第 176条第１項第

１号） 

P.97 
№83 

下から２行目 

誤 
第 231条 事実を摘示しなくても，公然と人を侮辱

した者は，拘留又は科料に処する。 

2022/07/08 

正 

第 231条 事実を摘示しなくても，公然と人を侮辱

した者は，１年以下の懲役若しくは禁錮若しくは

30万円以下の罰金又は拘留若しくは科料に処す

る。 

P.157 
№134問題文 

上から１行目 

誤 わいせつ物頒布罪および強制わいせつ罪 
2024/02/20 

正 わいせつ物頒布罪および不同意わいせつ罪 

P.157 
№134肢３ 

上から２行目 

誤 わいせつの文書などを 
2024/02/20 

正 わいせつな文書などを 

P.157 №134肢４ 

誤 
刑法第 176条前段の強制わいせつ罪が成立するた

めには，……強制わいせつ罪が成立する。 
2024/02/20 

正 
刑法第 176条第１項の不同意わいせつ罪が成立す

るためには，……不同意わいせつ罪が成立する。 
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P.157 №134肢５ 

誤 

満13歳未満の者を満13歳と誤信し……わいせつ行

為をした場合，および満 13 歳未満の者であること

を認識しつつ，ただ満 13歳未満でも……わいせつ

行為をした場合には，ともに強制わいせつ罪が成立

する。 
2024/02/20 

正 

満16歳未満の者を満16歳と誤信し……わいせつな

行為をした場合，および満 16歳未満の者であるこ

とを認識しつつ，ただ満 16 歳未満でも……わいせ

つな行為をした場合には，ともに不同意わいせつ罪

が成立する。 

P.212 №27肢３解説 誤 

強制性交等罪（177条）は，暴行または脅迫を用い

て 13歳以上の女子に性交等をする場合，ないし 13

歳未満の女子に性交等をする場合に成立する。13

歳未満の場合は，承諾能力がないものとされてお

り，承諾があったとしても何ら影響なく犯罪が成立

するのである。これに対し，13歳以上の場合，構

成要件要素として暴行または脅迫を用いることが

規定されており，被害者の承諾に基づく性交等は構

成要件該当性がないことになる。それゆえ，強制性

交等罪における被害者の承諾は違法性阻却事由で

はなく，構成要件該当性を否定する事由となる。し

たがって，Ａの行為は強制性交等罪（177 条）の構

成要件に該当するものの，Ｂの承諾があることか

ら，違法性が阻却されるので，Ａには強制性交等罪

は成立しないと解するのが通説であるとする点で，

本肢は妥当でない。 

2024/02/20 
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正 

不同意性交等罪は，暴行・脅迫・心身の障害・アル

コール・薬物・フリーズ・虐待・立場による影響力

などが原因となって，同意しない意思を形成した

り，表明したり，全うすることが困難な状態で，性

交等をした場合に成立する（177条１項）。もっと

も，若年者の未熟さにつけ込んだ性犯罪を抑止する

ため，相手が 16歳未満の場合は，性交等をしたこ

とのみをもって（ただし，相手が 13歳以上 16歳未

満の場合は，行為者が５歳以上年長のときに限る），

不同意性交等罪が成立する（同条３項）。本肢のＢ

は 18歳であるから，Ｂと性交したＡに不同意性交

等罪が成立するためには，177条１項に規定する構

成要件に該当することが必要であり，Ｂの承諾（同

意）に基づく性交は構成要件該当性がないことにな

る。したがって，Ａの行為は不同意性交等罪の構成

要件に該当するものの，Ｂの承諾があることから，

違法性が阻却されるので，Ａには不同意性交等罪は

成立しないとする点で，本肢は妥当でない。 

P.236 

№44 記述イ解

説 

下から３行目 

誤 強制性交等罪（177条）の実行行為たる， 
2024/02/20 

正 不同意性交等罪（177条）の実行行為たる， 

P.236 

№44 記述イ解

説 

下から１行目 

誤 
Ｂをだまして車に乗せたような場合は，強制性交等

罪の実行の着手ありとはいえない。 2024/02/20 

正 削除する 

P.274 

№75解説 

上から 10 行

目 

誤 強制性交等罪（177条）の暴行 
2024/02/20 

正 不同意性交等罪（177条・176条１項１号）の暴行 

P.274 
№75肢３解説 

上から１行目 

誤 強制性交等罪における暴行は， 
2024/02/20 

正 不同意性交等罪における暴行は， 

P.298 
№98肢イ解説 

下から２行目 

誤 
平成 29年改正に照らすと……強盗・強制性交等罪

（241条１項後段）となる。 
2024/02/20 

正 
令和５年改正に照らすと……強盗・不同意性交等罪

（241条１項後段）となる。 

P.345 
№134解説 

上から１行目 

誤 〈わいせつ物頒布罪・強制わいせつ罪〉 
2024/02/20 

正 〈わいせつ物頒布罪・不同意わいせつ罪〉 
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P.345 
№134肢４解説 

上から１行目 

誤 かつて，強制わいせつ罪は， 
2024/02/20 

正 かつて，（旧）強制わいせつ罪は， 

P.346 
№134肢４解説 

下から４行目 

誤 
強制わいせつ罪の成立要件ではない，とされるに至

ったのである（最大判平 29.11.29）。したがって， 

2024/02/20 

正 

（旧）強制わいせつ罪の成立要件ではない，とされ

るに至ったのである（最大判平 29.11.29）。この

判例は，現在の不同意わいせつ罪（176条１項）に

もあてはまる。したがって， 

P.346 
№134肢４解説 

下から２行目 

誤 強制わいせつ罪が成立すると述べる本肢は， 
2024/02/20 

正 不同意わいせつ罪が成立すると述べる本肢は， 

P.346 
№134肢５解説 

上から１行目 

誤 

強制わいせつ罪は，13歳以上の男女に対しては，

暴行・脅迫をもってわいせつの行為をした場合に成

立するが（176条前段），13歳に満たない男女に対

する場合は，単にわいせつ行為を行えば足り，たと

え同意があってもわいせつ行為を行えば強制わい

せつ罪が成立する（同条後段）。 

2024/02/20 

正 

不同意わいせつ罪は，暴行・脅迫・心身の障害・ア

ルコール・薬物・フリーズ・虐待・立場による影響

力などが原因となって，同意しない意思を形成した

り，表明したり，全うすることが困難な状態で，わ

いせつな行為をした場合に成立する（176条１項）。

もっとも，若年者の未熟さにつけ込んだ性犯罪を抑

止するため，相手が 16歳未満の場合は，わいせつ

な行為をしたことのみをもって（ただし，相手が

13歳以上 16歳未満の場合は，行為者が５歳以上年

長のときに限る），不同意わいせつ罪が成立する（同

条３項）。 
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P.346 
№134肢５解説 

上から５行目 

誤 

後段の強制わいせつ罪は，相手が 13歳未満である

ことが構成要件要素であるから，同意を得てわいせ

つ行為を行った場合には，相手が 13歳未満である

ことの認識が，強制わいせつ罪の故意として必要と

なる。ゆえに，13歳未満の者を 13歳以上と誤信し，

その者の同意に基づいてわいせつ行為をした場合

は，事実の錯誤となり故意を阻却し，強制わいせつ

罪は成立しない。 
2024/02/20 

正 

同条３項の不同意わいせつ罪は，原則として，相手

が 16歳未満であることが構成要件要素であるか

ら，行為時に相手が 16歳未満であることの認識・

認容が，不同意わいせつ罪の故意として必要とな

る。ゆえに，16歳未満の者を 16歳以上と誤信し，

その者の同意に基づいてわいせつな行為をした場

合は，事実の錯誤となり故意を阻却し，不同意わい

せつ罪は成立しない。 

P.346 
№134肢５解説 

上から 10行目 

誤 

一方，相手が 13歳未満であることと認識しつつ，

ただ 13歳未満でも……わいせつ行為をした場合…

…。しかし，13歳未満でも同意があれば 
2024/02/20 

正 

一方，相手が 16歳未満であることと認識しつつ，

ただ 16歳未満でも……わいせつな行為をした場合

……。しかし，16歳未満でも同意があれば 

 

※「掲載日」は，上掲訂正情報がＬＥＣホームページの『公務員 テキスト改訂・修正情報一覧』
(http://www.lec-jp.com/koumuin/info/teisei/)に掲載された日付です。 
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